
 

県 政 に 対 す る 要 望 事 項 

 

連合会名 鳥取県自治会連合会 

No 項      目 内       容 

１ 

 

（鳥取市） 

駟馳山バイパスインターチェンジ

の増設について 

継続要望 

 近年、観光シーズンになると鳥取砂丘周辺道の利

用者増加に伴い、度々交通渋滞が発生しています。 

山陰自動車道の地域に果たす役割は非常に大きく、

山陰海岸国立公園を代表し、山陰海岸ジオパーク屈

指のジオエリアである鳥取砂丘の観光振興上、交通

渋滞対策の強化を図ることは、重要な位置づけを成

しています。 

 つきましては、混雑の緩和を目指し、駟馳山バイ

パス福部ＩＣ～大谷ＩＣ間に新たなインターチェ

ンジを整備することについて、早期に検討していた

だきますよう、継続して要望します。 

２ 

 

（倉吉市） 

地域医療体制の充実について 

継続要望 

県立厚生病院を中心とした中部の医療体制の充

実に取り組んでいただいているところであります

が、中部圏域で分娩できる医療機関が２施設、小児

科の入院施設が１施設などの現状や、交通事故等の

際に救急医療を受けるため、県東西部や兵庫県内の

病院に搬送されることも多い現状を鑑み、県中部圏

域における小児救急医療をはじめとする、救急医療

及び周産期の医療体制の整備・運営等の充実強化が

必要だと考えます。 

つきましては、子どもから高齢者までの全ての住民

が、安心して生活し、必要時に適切な医療を県中部

圏域で受けることができるよう、また、特に人口減

少が進む中、出生数を確保していくためには安心し

て子どもを産み育てられる産科・小児科の医療体制

の構築が重要であるため、引き続き中部地区の中核

的医療機関である県立厚生病院を中心として、中部

地区の医療体制の充実を図っていただくよう要望

します。 

３ 

 

（米子市） 

弓ヶ浜海岸護岸浸食防止対策に 

ついて 

継続要望 

弓ヶ浜海岸護岸工事については以前より要望を

しており、対象地区には必要な「砂浜の保全・回復」

に対して関係機関が連携した取組を実施していた

だいております。しかし、海岸浸食の状況は刻々と

深刻化しています。富益工区までの整備が進んだこ

とから、浸食域が西側の海岸「和田・大篠津地区」

の砂浜の後退が顕著となり深刻な影響も出始めて

います。 

砂浜は自然と共生する地域住民の憩いの場であ

り、生活の場です。そして、国民共有の財産でもあ



 

る海岸を次世代に良好な環境を保ちながら継承し

ていくためにも、総合的な視点に立った海岸の管理

及びその充実を図ることが必要と考えます。海岸環

境の整備と保全をしていただくことで、地域を災害

から守り、安全な生活環境づくりが進むと考えてお

ります。将来とも安心できる安全な海岸づくりを推

進していただくよう重ねて要望します。 

 


